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E取扱醗明書 l(M垣動＂エロ
（乾電池式）灯油ポンプ（自動停止タイプ）

つつ”-4喜呂i|璽|：gg:B（お；f；9;：付）

雪喜篇認言畠゜鬱聾憎包冒酎冒
JISマーク／推奨·認定マーク付

灯油かん専用

灯油かん口t50mm対応

65mm認屈塁否猛缶

戸鬱謡論字名さい。

ご使用の前にこの説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。
使用上のご注意（必ずお守りください）

△警告
人が死亡または撰害を負う
可能性が想定される内容です。

®ガソリン、 ベンジンなどに使用しない
火災の原因となります。
ガソリン、ベンジン、ジンナー、酸・アルカリなどの
腐食性の高い液体、水は使用しないで下さい。

®給油中は離れないあふれる揚合があります。
®分解や改造はしない故障の原因となります。
®点火中は給油しない火災の原因となります。
△注意人が損害を負』塁翌ザ讐皐害のみの発生が る内で。

◎下記のような覆房器具の撚料タンク形状
には使用しない
自動停止センサーが正常に作動しないことが

言

あります。 ":饂
だるまスト ーブなど、 燃料タンクの口に
燃胞タンクが本体と フィルターや
一体になったもの 突起形吠のあるもの

®…禁止内容 〇…強制内容

企注意紘噂夏喜髯彗贋料喜麿皐。害

⑤ポンプを落としたり強い衝撃を与えない
故障や油もれの原因となります。

◎次のことを守らないと電池が液もれ
する原因となる
電池の使用表示に従って正しく使用して下さい。
使用後は必すスイッチを切って下さい。
長期閻使用しないときは、電氾を器具から取り出して下さい。

®次のことを守らないと自動停止せず
灯油があふれる原因となる
クランプは浮いたり傾いたまま使用しないで下さい。
センサーは汚したり傷つけたりしないで下さい。

®ホースの破れ等、もれたまま使用しない
吹き出した灯泊で思わぬ事故の原因となります。

®雨や水しぶきのかかる所に置かない
火災、感電、故障の原因となります。

®ポンプを灯油かんに取り付けたまま
運搬しない
灯油がもれる原因となります。

®灯油かんを倒さない
灯油がもれ、火災の原因となります。

諏障かな？と悪ったら I -一

スイッチを
入れても動かない一

吸い上げない
もしくは
吸い上げが弱い一

［電池の入れ間違い

電池が消耗している
または使用推奨期限切れ

燃料タンク内のフィルターや
突起物にあたり跳ね返った
灯油にセンサーが感知している

センサ ー が灯油に触れている

センサー感知して停止後、スイッチを
「停止」にしてすぐに「給油」にした

電池が消耗している
または使用推奨期限切れ

l燃料タンクの位置が高い

スイッチを入れたまま
灯油の中にポンプを入れた

饂此闊
電池に取り

燃料タンク内のフィルターを
はすして下さい。突起物のある
場合は使用出来ません。
『使用上のご注意』参照

センサーを拭き、センサーが
灯油に触れないよう
手で支える（ご使用方法①参照）

一度「停止」にして約2秒以上
待って「給油」にする

I新しい電池に取り替える I
l1火］油かんの横に置く l 

一度スイッチを切り
再且スイッチを入れる
（己吏用万法①参照）

整そ豊Piらない］［センサーが灯油に触れていない］ I晶名茎；誓鼠農反える

電池を入れたら
ピー ピー音が鳴る
（お知らせプザー付

センサーが灯泊に触れている l[苫羞已云青悶罰喜誓で
ー が

支える（ご使用方法①参照）

機種のみ） If電池が消耗している
または、使用推奨期限切れ

灯油かん□から
灯油がもれる

灯油かんジョイントが
しっかり締まっていない

［新しい電池に取り替える

灯油かんジョイントを
真っ直ぐしっかり締め込む
（ご使用方法①参照）
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（電池を正しく入れる
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穣7ルカリ蔦電樋をご麟下さい！
※充電式電池使用可能

奉示例の鑢大

●電池は十 一の方向を正しく入れてください。
●新旧 ・ 異種の電池を混用しないでください。
●電池は使用推奨期限内のものをご使用ください。
●気温が0℃以下時は注意！

2018年4月までを「使用推奨期限」と
している場合の表示例です。
通常「表示」は乾電池本体の底面
または側面にあります。

急e

0℃以下で乾電池を入れたまま保管すると、乾電池の性質上、性能が充分に得られず
動かない場合があります。寒冷地でのご使用は、その都度乾電池を取り外し、室内
(5℃~40℃の場所）で保管ください。

＠電池は必すスイッチが「停止」の位置で入れてください。

1 ご使用方法

‘ ’  
ホース先蝙を給濾口（こ羞し込む
初゚めてご使用の際は、クランプを一番上にあげてください。
クランプレバーの両側を押さえて、給油口に挟んでください。

〈クランプの調節について〉
クランプ燃料タンクに入れる灯油の停止させたい位置を調節するもの。

【初めてのご使用】 【2回目以降】 燃料タンクに合わせて
クランプ位置を I lL���クランプを調節
一番上に設定する クランプを少し下げた

ときの停止位置
燃料タンク寸「 ―---w---1卜ご踪認t；；：

上の

0 匹時に、ホ ー ス内の灯油も燃斜タンクヘ入りますので、その量も見込んで停止位置をク
フノプレバーで調整してください。（停止線は目安です。通常停止線より下で止まります）

⑮麟口に挟めない場合、ノズル本体をまっすぐ手で持って給油してください。

。ラスイッチを「給濾l側にスライドさせる
ノプ（赤）が点灯して給油を始めます。

・「満タン」になると自動的に給油が止まり

It』：出ご'
ランプが消えます。

なると自動的に給油が止まり、プザーが鳴ります。 記・〈お知らせブザー付き型式：EP-503FB〉は「満タン」に スイッチ

、゚ スイッチを「停止」側にスライド訳tる。（プザ→はプザーが止まります）

〇停止鶴は必ずスイッチを切ってください。
（「給油」の位置では電池が消耗したり、誤作動した場合に灯油が溢れ出たり、

思わぬ事故の原因となります）
ース内に残った灯泊が
りにくい時は、センサーで

後（スイッチを切る前に）
ルを持ち上げてください。

1 "’OV ，ッヽ:✓..'.t _,... I 高く持ち上げ、 ＿ r-で一へ

ホ ー ス内に残った灯泊を灯油かんに戻して
ください。

O IズルをJズルケースに羞し込み
戦鶴する

ケ ー ス内にたまった灯油は、
定期的に灯油かんに戻してください。

匹姻諏官疇の注意
●灯油かんから取り外し、電池を取り出し、ポンプに残った灯油はよく切り、

乾いた布で拭いてから通気性のよいものにくるんで保管してください。
●幼児の手の届かない所へ保管してください。
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